
 

東海第二原発は北 10km(東海村）にある。2011 年の大震災に被災し、運転 43 年が過ぎた老朽原発。30 キロ圏内に 94 万人が住む。 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

  

（
小
泉
元
首
相  

水
戸
市･

日
立
市
の
講
演
で
）
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 さよなら原発ひたちなか市実行委員会 

（連絡先：ひたちなか市馬渡 2824-63 佐藤 英一  TEL:029-273-4775） 
ホームページ：http://sayonaragennpatu.wixsite.com/mysite ☞ 

 

廃止措置の認可を受ければ 

５キロ圏外は、避難計画いらない
 

                                           

検索「さよなら原発 ひたちなか」 

★ 本会の「東海第二原発廃炉」への取り組み 

 ★ 映画『日本と再生』（河合弘之監督）や講演等が観ることが出来ます。  

★ 当会の「さよなら原発」「ストップ‼ 東海第二原発」のバックナンバーも QR コード 

   

東海第二原発は緊急停止から 12年。プールの中にある

使用済み燃料は冷え、東海第二が原子力規制委員会から

廃止措置の認可を受ければ、５ｋｍ圏外の避難計画が不

要になり、避難する必要もなくなります。 

課題は、いかに会社（原電）をその気にさせるかです。 

(５㎞圏内も、使用済み燃料が全て乾式容器に収納 

されれば、不要になります。) 
 

知事や 5市村長は避難計画の策定を前提にしつつも、実効

性のある避難計画ができなければ再稼働は認められない＊、県

や５市村が主体であって、原電のスケジュールに合わせること

はない、と再稼働に距離を置いています。 (＊水戸地裁は令和

3年 3月、人口が多すぎて今後も計画策定は困難と認めました。) 
 

東海第二原発は、来年 9月完了を予定し工事中です。「安全第一」で進

めると言いながら、可搬式変圧器の出火(昨年 9月)、仮設照明設備の煙発

生（12月）と火災が相次ぎ、見かねた県と村から 12月 16日に厳重注意を

受ける始末です。 

 東海第二原発は運転開始から 44年経過。原子力規制委員会は、審査

に合格した原発でも安全性の保証をしないと再三表明しています。 

加えて、「劣化を超音波検査で測定するのは配管の陰になると難し」く 

(井野博満・東大名誉教授・金属学)、リスクの発見漏れが心配されています

(裏面 注 1)。 
 

 岸田政権は、こんな東海第二原発を再稼働させ、通算運転 60年制限

をも突破し更に延長させようとしています。(裏面 注 2)、原発事故が起

きるまで使い続け、茨城を呪われた地にするのでしょうか？ 
 

転ばぬ先の杖 危険は未然に防ぐ !!        

原発立地を阻止した地域では、皆 そうしています。 
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セシウムからの放射線は測定を開始した 2012 年 4 月から 3 年後に約半分に減りました。今後は減り方がゆるやかになるので半

減するのに約 30 年かかると推定されます。樹木の根元に濃縮されがちなので要注意です。 

 

 
 

 

     12月の東海村議会 伴 英幸 原子力情報資料室代表  

 原発でウラン燃料を燃やす（核分裂させる）と有害な放射能が沢山

できます。これが自然界のレベルに戻るには何万年もかかります。 

 日本は地震国。安定した地盤がなく、地下に処分しても長い間には

放射能汚染した地下水が地表に現れ、私たちが捨てたせいで、遥か未

来の人々が被害を受ける危険にさらされます。これ以上の原発利用は

やめよう‼ 再生エネルギーに切り替えよう‼。と訴えました。なお、

世界で廃止を決定した原発は 199 基。平均寿命は 29 年です。             

（文責：本会） 

 

新たに担当裁判長となった東京高裁・永谷典雄裁判官(59歳)は、法務省高官(最高位

は審議官)として国の立場で訴訟を指揮してきた人。原発再稼働を進める政府をおしは

かった人事と見られ、住民側が裁判長の交代を求め、緊迫しています。 

第 1回 口頭弁論 1月 31日(火)10時半～   第 2回 7月 11日(火)  

  

＜ニュースの配り手と募金 のお願い＞ 
日頃のご支援に感謝します。ご協力頂ける方は、最寄りの会員、または

連絡先（佐藤）にご連絡ください。詳しくはその際にご説明します。 

➀ （関西電力・福井県内）再稼働した大飯原発 3号、高浜原発 3号で配管亀裂や蒸気発生器細管

が管内の反応で生じた錆の固まりによって損傷（2021年１月）。その年の冬の電力不足騒ぎの

もとになりました。運転開始から大飯が 30年、高浜は 37年経過です。 

➁ （東電・新潟県内) 停止中の東電柏崎刈羽原発 7号で、タービン建屋の配管に穴の出来ている

ことを発見(昨年 10月)。運転開始から 25年です。 

➀ 許可を得たが避難計画が出来ていないため再稼働の環境が整わない市町村に対し、国が「地域

支援チーム」を立ち上げ、前面に立って働きかける。 

➁ 最長 60年間の運転期間を突破し、さらに延長させるための法改正を行う**。 

➂ 今後は、原発建替や新設を認める。 

＊＊現在、世界で最も老朽化した原発は運転開始から 53 年。インドのタラプール 1号、

2号、アメリカのナインマイルポイント 1号、スイスのベツナウ 1号です。これを

過ぎると維持・修繕費がかさむようで廃炉になっています。地震国日本で 60年越

えは狂気の沙汰です。 

注 1 他県の原発でも、欠陥が次々見つかっています。 

注 2 東海第二は、岸田政権が 12月に決定した次の原発戦略に全て該当 


